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There are five chapters
in this paper and only

two of them are printed here ; the rest will be leftto

tbeェ1eXt OCCaSion.

What I intended to do here was to discuss Burns' works in relation to the social condition and the

historical circumstances which the poet himself lived through.

The opening chapter `htroduction'indicates the course l took in ca打ying out the analysis, and the

second refers to the character of Burns'`Poetic Diction'that was the title of the chapter.

That the peculiarity of Bums'poetic medium of joining Scots to English owed its artistic maturity tO

the Scottish Revival poets, that the Scottish Revival obtained
its
originality aJld potentiality

from the quality

and quantity of social development of Scotland in 18th century, and that Btms acquired his highest

position among the glories of English or European poets when the Scottish Revival participated
in the Romantic

Movement as well as Scottish social development took its share
in the English hdustrial Revolution in the

latter half of 18th century,
-

these are the facts that were pointed out in the second chapter.

h the next issue, the relation between Bums and the Romantic Movement will be considered from

theview of `Prosody'and `Subject Matter'which are the titles of the
following chapters.

§1 序 論

バーンズの詩の魅力に関しては,ほとんど言い尽くき

れてしまった観がある｡バーンズの詩が,あの独特の力

強さでもって,人の心を揺り動かすのは,たぶん,それ

が｢大隠な生の喜びと,溢れるばかりのユ-モアの精神

で善かれている｣(1)からであり,そこに歌われている

｢思想と感情が,人間である限り,逃れることのできな

い万人共有のものである｣(2)からであり,そしてたぶ

ん, ｢狭い世界の,素朴な墳事を題材にしながらも,倭

れた洞察力と詩的技巧をもって,普遍の世界にまで連な

っている｣(3)からであるだろう｡しかしながら,バーンズ

の詩の持っている魅力について,この上きらに何かを附

け加えることは,本論の意図するところではない｡本論

は,このような｢誰も凌駕し得ない魅九ないしは魔力｣(4)

を持っている詩歌が,何によって生み出きれたか,それ

が成り立っためには,どのような条件が必要であった

か,つまりは,バーンズの諸作品を生み出すに与って力

のあった,ある根源的な基因,しかもその基因の,ごく

限られた一面を考察することを目的としている｡

だいたい,文学作品を成り立たせている根源的な基

因,ないし根抵的契磯というものは,大まかに云って,二

種類の異質のものの中に求められるようである｡一 作

家個人の内部と,作家を取り巻いている外部とである｡

バーンズの場合, ｢彼の作品が,強く'^の心に訴える原

因は,彼の個性が持つ,諸々の潜在力の中にある｣ (5)と

考えたり, ｢スコットランド歌謡のあらゆる美質が,彼

の天賦の才能の中に集約されている｣(6)と感じたり, ｢バ

イブルの教えによって訓育きれていることが,彼の詩を

不朽のものにしている｣ (7)と説明したり, ｢彼の詩は,

本質的にはおしゃべりの文学で,この特質は,孤独を恐

れきせる,生れつきの憂うつ症から来ている｣ (8)と判断

したり,さらには, ｢バーソズはs血.cei.ityそのもので

ある｡従って彼の詩や歌の基調も,実にこの飾らざる

sincerityなのである｡それはバーンズの作り出したも

のではなくて,自然とバーンズの中から溢れ出たもので

ある｡バーンズの詩の書きはこのためである｡バーソズ

の歌の心に訴うるのもこのためである｣ (9)と主褒したり

するのは,すべて,作品世界成立の基因を,究極的に

は,詩人内部に帰せらるべき属性-その人の個性,坐

れつきの才敵 授けられた教育,個有の岸質,アプリオ

リに存在する性格等々一に求めるということになるだ

ろう｡そして,こういう面にたいする考察も,再び本論

の意図するところではない.ここで考案の末象ときれて

いるものは,詩人を取り巻いている外部的諸条件一十
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八世紀後半という時代に,スコッチランドの一案柑で,

貧農の息子として生れて, 37年間を生きたという事実

-が,バーソズの作見の諸特質を形成するに当って,

どのように,また,どれほどまで与って力があったかと

いう問題である｡それは,バーンズの作品世界にたいす

る,社会史的基因,ないし歴史的契軟からの考察という

ことにもなるだろう｡

この意味において,本論は, SirLeslie Stephenが

"English Literature and Society in the 18th Century〃

の中で為した試みと,概ね共通の地盤に立っている｡彼

の云うごとく, ｢偉大な作家は,種々の方面から考える

ことができるo彼はもちろん一個人であるo そこで批評

家は,彼を心理的に解剖しようと努力することができよ

う｡そして彼が出現したその特定の時代や場所に関供な

く,彼の知的精神的本質/=p述べて,彼の永久的な力の秘

密を見出すこともできよう｡その材料きえ手に入れば,

これは興味ある問題である｡しかしながらすべての人間

は,彼が育て上げられた社会の一つの有数捧でもある｡

彼の用いる材料は,宗教矧 想像的,倫理的な理念の綜

合であり,それが文枝の精神的芽軍気を形成する,彼は

又今日我々のいうF環境ょすなわち,彼がその一部であ

り,彼の感情や欲望に特殊な方向/:p与える社会横構にも

依存している｡それ∈争えどのような作家でも,彼を十分

評価するためには,ある個人的な特異性をもっている個

人から生れた特徴と,社会的及ご:t知的発展の現存段階に

よってうけた特殊な変質修正から生れた特徴とを区別す

ることが必要であるc_i(】0)そしてここでは,十八世紀後

半のイギリス社会が,バーンズの諸作品の上に,必然的

に投げかけた諸特徴を識別し,もって彼の詩歌が,いか

に｢その時代の一般人の心的態炭を,完全に表現し,あ

らゆる時代の人々に共通の思想を具現した｣ (1J)か,そ

れを考えてみたいと思う｡

§2 用 語

バーンズの作品の,用語の上に見られる著しい特色の

一つが,方言の多用,ないしは, ScotsとEェIglishの巧

みな混用ということであり,しかもそれが,作品世界を

構成している素材やテ-マの特異性と,うまく噛み合っ

て,独白の詩的効果,=p発揮しているという事実に関して

紘,誰しも異論の余地があるまいと思われるo しかしな

がら,メ-ソズに関する限り,この程の届語上の特色を

考察の対象とするに当って, ｢不朽の価値を持つ作品

は,バーンズが境むことなく習得したEngliahによって

書かれたのではなくて,家族や友ノしたらの間で,日常使

い覚えた郷土語によって善かれたのである｣ (]2)とか,

｢バーンズが白分の階級から逸脱しはじめるとき,人は

彼の中に,不自然なポ-ズを装った,粗野で無教養な人

間を見出す｡彼は,文化と教養には無縁な詩人であった

からである｣(J3)とか,あるいは, ｢バ-ソズは常に家

庭を中心とした,郷土のScotsを使った｡想うに彼をし

て,世界的詩人としての地位を獲得させたのは,彼が庶

民の間に行われる力強い口語を使った点に起因するとこ

ろが,多分にあるのではないだろうか｣(14)とかいうよ

うな発言-これらの言葉が暗示する,ある種の先入観

ないし偏見の惹いを,先ずもって取り除いておく必要が

あるoすでにしてF. B. Sェ1yderは, ｢言語学者なら

ば,バーンズの文学作品に用いた言葉が,決して口で話

したりする言葉などではなくて,特別の目的のために,

でっち上げられたものに過ぎないことを,たちどころに

指摘するであろう｡バーンズは,彼の詩的用語の中の

Scotヒish
elementに,いろいろな試みを加え,彼の詩集

の第二版を出すに際しては,ある時には坤方語を加え,

ある時にはそれを減じたりして,もって自分の作品を改

良したのである｣ (15)というがごとき主張を展開し, W.

P. Eel.は, ｢バーンズは,郷土語を使うときにのみ,

興味ある詩を書くことができたが, Englishを使うとき

には失敗したというよなことを云う人がいる｡しかし,

いったいバ-ンズが,いつ郷土語を填い,いつEnglish

を使ったというのか｣(JG)のごとき反論を提起している｡

近年の研究は,バ-ソズの詩歌に現われるScotsが, ｢生

れ故郷のエア州方言と,父から受け継いだマールソズ方

言と/=p,少しばかり含んではいるものの,だいf:いにお

いて, Er).glish風の詩語が複雑に結び付いたEdir).burgh

詩壇のScotsであった｣(17)ということを,もはや争い得

ない事実と化しており,この点に関する限り,彼の用い

たE王Iglishが,懸命に習得した十八世紀英詩壇の常套的

詩語から成っていたという事情と,まったく軌を一つに

していたことになるのである｡つまるところ,極めて当

然のことながら,バーンズの詩歌を構成している用語

は, ScotsもEnglisbも共に含めて,すべて周到に練り

上げられたpoetic dictionであって,決して日常の使用

に供きれるSpoken lar).guageなどではなかったという

ことになるわけであるo "Tan O` Shanter''の59行に始

まる, ScotsからEngliabへの突然の転換は,そのあと

に続く pure Englisbによる常套的明愉と結び付い

て,しばしば読む者の目を奪う｡この部分は, Scotsと

Englisbの併用という詩的用語上の観点からすれば,い

ききか不器用な技巧のうちに数えられるべきものと思わ

れるけれども,だからといって, 52行に始まった,詩人

の内部にあるironicalなものの表明が一59-66行に至っ

て頂点に達し,それが,完全にScotsを排除したIiterary

Englishに託きれたという事情を,そこに感じ取らない

人は先ずあるまい｡この部分は,バーンズの用語の上の

細工を,最も露骨に示した部分と見なして差し支えなか

ろうが,同じ詩の中でも,同様の性格を持つ, 193-198

行の一節の方は,もう少し微妙な味わいを持っているよ

うに見える｡この部分も,十八世紀文学概念の上から

は,確かに1iterary simile と見なされるであろう三っ



の明噴から成っており,その大部分は, Englishを用

いられている｡

As bees bizz out wi` angry fyke

when plundering herds aLSSail their byke,

As open pussie's mortal
foes

when pop: she starts
before their nose,

As eager runsthe markeトcrowd,

when `Catch the thief'resounds aloud.

という三簡のs血ileが六行にわたって置かれた後で,

So Maggie runs; the witches follow,

Wi'皿Ony an eldritcb skriecb and
bollow▲.

という叙述部に続くのであるが,ここでバーンズは,寛

一物たちが-せいに襲いかかって来て,タムがあわてて逃

げ出すそのすさまじい様子を, pure Englishによる人

工的な明愉に託して表現しようと試みているらしく見え

る｡第一の明愉を形作っている最初のcoupletの中で

は,脚韻を踏む`fyke'と`byke'の二語がScotsを用

いられ,第二の明愉を形作るつぎのcoupletの中では

L`prBSie'という行間の一語だけがScotsにきれ,そして

最後の明輸の中では,一語も Scotsが出て来ない｡つ

まり三っの人工的な明憶を提示するに当って,詩人の内

面盲こある造型的意欲が,除々に熟度を増し,比犠がどぎ

っくなってくるにつれて,その度合いがEnglish使用の

純度の高まりによっても,呼応きれていると考えられる

のである｡

"Tan
o'Shanter〃の中に現われる前述の二箇所畢ま,

~English languageによる十八世紀英詩壇風の語法への

突然の転換の敏に,バーンズの用語に見られる強い作意

の跡を,すべての読者に印象ずけるのであるが,バIノ

ズが見せるScotsと Eェ1glisb の使い分けの絶妙さは,

これらの例よりは,はるかに複雑な様相を呈する｡
T.

･Crawfordはその著"Burr).s

･
･

A Study of the Poems

and Songs〃の中で,バーンズが示すScotsとEnglish

の混用の微妙さを,おびただしい数の例と共に説明して

いるが, "The Jolly Beggars''から拾ってあるつぎの

=stanza などは,その最も説得力の強い一例ではなかろ

うか｡

Tbe caird prevail'd
-

th'unblusbing
fair

ln his embraces sur).k,

Partly wi'love o'ercome sai sair,

And partly she was drunk.

･Crawfordの分析によれば, ｢最初の二行は,ほとんど

完全に十八世紀英詩壇風の英語であるが,このすぐ前の

一部分(Scots languageによるいかけ屋の歌)との対比

のために,この差し込まれた英国風の詩語(prevail'dと

-Lair)の使用をironicalなものと化している｣(18)のであ

り,さらに,同じ二行の中でも,方言を全然含んでいな

い後の部分の方が, `caird'というグール語系の方言を

含んでいる前の部分よりも,一層ironicalな味が強いの
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である｡ ｢三行目に入ると,確かに調子が変る｡語句が

scots languageへ戻るために,前のironyから離れて,

状況をありのままに認識し,まじり気のない感情で扱お

うという`nativebonesty'に移って来る｡こうして,こ

の乞者の娘にたいする,ある程度の同情心が呼びさまさ

れる｣(19)のであり,最後の行に至って,再び完全に

scotsを排除することによって,戯画的な雰囲気のバラ

ンスをくずさないように計算されているのである｡

crawfordは,これと同じ性質の方法をもって,約三十

種に及び微妙なニケ国語の使い分けを,細かく例証する

のであるが,同時に, F.れらの語句を選択するに当って･

メ-ソズがいかに`poetic device'を試みたか- English

をScotsに置きかえ, ScotsをEnglishに置きかえ,

さらにEnglishを別のEnglishに, Scotsを別のScots

に置きかえ,その上 版を重ねるたびに詩句の改訂を行

い,その用語が最後的な形を得るまでに,詩人がいかに

用語の上で,諸種の工夫をこらしたか-杏,併せて,強

く指摘している｡ McD. E皿Slieも云うように,｢バーソ

ズのpoeticmediumは,実際のところ,スコットラソ

ドの土俗語と,スコットランド風の英語と,文学的な英

語との異った密度の間を,多様に変化し,二つの文化の

質の相違が,彼にpoetic device を可能ならしめてい

る｣ (20)のであって,バーソズの試みIr= ScotsとEnglish

の混用は,新しいmediumを用いて丹念に作り上げら

れた造型の世界でこそあれ,天裏に恵まれ,質朴にして

無学な-農夫が,心の赴くまま,感情の弄るにまかせ

て,郷土の卑俗な方言を用いて書きしるしたという類い

のものでは,決してなかったのである｡

ところで,つぎには,バーソズをしてScotsとEnglish

という二種類の言語を,かくも純粋な詩的用語にまで昇

化することを可能ならしめたものは,いったい何か-そ

の背後には,いかなる力が働いたか,いかなる条件を必

要としたか-という問題の考察に移らなければならな

いo この場合,バーンズに賦与された詩人としての天分

は云うまでもないこととして,少くとも,このことに関

して, literary Englishと併用して,詩語としての役割り

を十分に果し得る程皮に,芸術的に成熟したScotsが,

バーンズの時代に存在していたという事実と, S00ttisb

Englishを詩的用語の新しい medium として容認し,

その作品を,文学的に appreciateする用意のある受け

入れ側一批評家と読者-の存在していたという事実と,

この二っの事実を見逃すわけにはいくまいと思われる｡

そして, Scottish Englisb の芸術的成熟と,それを新

しいpOetie medium として歓迎しようとする心的態度

の康成との両者を,互いに関連し合い,源を一つにす

る現象として捉えるならば,それは,当然その前方に

S00tti∈血Revivalの問題を,予見することになるだろう｡

云うまでもないことながら,バーンズの詩的天分は,問
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題をその用語の面だけに限ってみても, Scottish Revival

の運動というある時代の文学的土壌を背景としてのみ,

開花し結実し得たのである｡

バーンズと Scottisb Revivalとの関連については,

ほとんどすべてのバーンズ研究家が言及しているところ

であるが,この文学的気運の,日の目を見るために要し

た長い時間と,それに参与した無数の詩人たちとを考え

合わせるならば,バーンズがそこから受けた巨大な恩恵

については,いくら云っても,決して云いすぎるという

ことはあるまいo この文学運動は,十七紀の中葉にその

源を発し,いわゆるBurns'St2Ln2;aで善かれている

=The Epitaph of Hobbie Simson"の作者Robert

Sempill (1595-1665),その息子のFrancis Sempill (1

616-1682),バーンズの"Poor Ma.ilie's Elegy''のso1∬Ce

をなしている=The LastDying Wordsof Bonnie Heck,

a Famous Greyhound''の作者William Hamilton (17

40-1754),十七世紀最高のスコッヤランド詩人と云わ

れるLady Grizel Baillie(1665-1746),さらにWatson

による‖Choice Collection of Comicand Serious Scots

Poem〃 という画期的な業蹟を通して,メ-ソズの直接

の師父とも云うべき Allan Ra皿Say (1686-1758)と

RobertFerg1追SOn(1750.-1774)に至る-もっとも｢RaⅡ1Say

とバーンズの間だけでも,著しい数の弱少詩人が生れて

いる｣(2J)のであるが-そのような歴史をたどっている

のであって,バーンズは,云わば,この運動を集大成せ

る者とも云うべき地位を占めているのである｡この運動

は,遠く十五世紀の終りごろに,スコッナランF語の古

謡が絶滅し,約一世紀半の文学的空白の後に生れたもの

であったが, Grierso皿 も云うごとく, ｢十八世紀にな

ってスコットランドの詩が復活したとき,それは,個々

の詩人により,また個々の作品により,その度合いはま

らまちであったけれども,とにかく Anglo-Scottish

poetryであった｡そして作者は,しばしばスコットラ

ンド風の用語を,イングランド風の用語に変え,スコッ

トラソド風の部分でさえも,時に応じて,便利のよいイ

ングランド風の形式で用いたりした｡その上, Southern

Englishの絶えず大きくなって行く権威, Southem

Eェ1glisbを教養ある洗練された人々の文学にとって,負

も適わしい上品な言葉と考える考え方が,これら詩人た

ちの頭の上にのしかかっていた｣(29)のであった｡一方,

そうは云っても,一面において,スコットランドの詩人

たちが,自国の固有の伝統にたいして,強い執着を残し

ていたということも,また事実であって, Scottish

language を完全に捨ててしまうというようなことは,

やはり彼らの頭には思い及ばないことでもあった｡この

辺の事情は,｢そのころのスコットランド人の愛国心は,

いつの時代にもそうであるように,非常に旺盛であった

が,幸運にも,英蘇統一主義感情には,反抗的ではなか

っT:｡スコットヲソF人は,みずから地方的偏狭の気分

のあることは認めていた｡しかし彼らは国民的な誇りを

棄てず,イングランド人よりも,本質的に優秀であるとの

主祭を,適度に,承認できる程度に主張していた｡彼ら

は,知的社会的伝統を保持し,ますますこれを暖かく育

てて行ったが,これはスコットランド人が,連合王国の

一員であるという考えを持っていたことを示していた｡

スコヲトラソドにおいては,敬,民謡,地方的伝統など

はなおも生命を持っていて,単に文学的好奇心の対象だ

けではなかった｣ (23)という L. Stephen の言葉が,秩

ね実相を据えているように思われる｡このような訳で,

Scotcb固有の特性は強く保持しながらも,しかもなお,

literary Englishを最高の規範と考えて, S00tsをEnglisb

の中に同化させようという強い指向は,この文学運動の

基本的性格の一部を形作っていたわけである｡十八世紀

のスコットランド詩人たちは,多かれ少なかれ,上流社

会の出身で,エLyソバラを中心とした詩壇に属していた

から,彼らは,いわゆる｢伝統あるイギリスの文学｣を

懸命に習得し, Englisbに同化きせ得るような,独特な

1iteraryScotsを練り上げて行ったわけであるoそして,

この忍耐強い動きは, RamsayとFergussonの登場を

もって,一つの epochを形作ったもののように思われ

る｡ここでは,確かに新しいpoetic dictionが生きてお

り,思想と感情,詩型と素材等々すべての面と併せて,

スコヲトラソド的なものが,ある程度見事に,イングラ

ンド的なものと同化したのである｡バーンズの詩を構成

している用語の微妙きというものは,確かに,この長い

スコットランド文学の歴史と,殊に, Ramsay及び

Fergussonの業蹟を念頭に置くことなしには,とうてい

理解し難いものであるだろう｡

バーソズを,無学な農夫などと考えることば,絶対に

間違っている｡第一,彼は｢自分を農夫だと考えたこと

はなかった｣(24)のだし,彼が確実に目を通したと分っ

ている書物の量だけでも, 37年というその短い生涯を念

頭に置くならば,およそ無学とは反対のものだったはず

である｡彼は, ScottisbRevivalの詩人たちと同じよう,

に,主として｢伝統あるイギリスの文学｣-Shakespeare,

Milton, Pope, Gray, Fielding, LSmollett, Richardson,

-を熟読し,そのかたわら,
Scottish Revivalの詩人

たら,なかんずく Ra工nSayとFergussonをお手本とし

て詩を書いた｡現在では,メ-ソズの作品の大部分に隣

して,そのsourceが判明しており,それらは,時とし

て,影響という範囲を逸脱して,模倣ともいうべき状態1

に達している｡バ-ソズの特色をいかんなく発揮してい-

る,あの=The Adress to the Dail''にしてみても,そ'

の用語の点だけを見るならば,冒頭の二行のmottoは,

Miltonの-Paradise Lost''から,そぁまま借りてきた

ものであるし,最初のsta皿Zaの出だしの二行は, Pope

の=Dunciad〃の中にあるcoupletをparody化したも

のに過ぎないのである｡一方,彼はスコットランドの詩



人たちの作品にも深く親しんでいたから,そちらからの

恩恵も,またひとかたならぬものがあった｡そしてその

場合, Scottish Revivalの詩風がほとんど完成の城に

達していたRamsayとFergt)ssonの作品を直接の目や

すとしていたことは,やはり当然のことであって,この

意味では,古くより伝わるスコットランド固有の詩歌を

再生したという功績は, Scottish Revivalの初期の詩

人たちにこそ与えられるべきであり,バーンズは,それ

らを母胎としたFerguぉon一派のNew Schoolを全国

的な地位にまで高めたというに過ぎないのである｡バー

ンズの最高の傑作の一っに教えられるべき"The
Holy

Fair〃の昌頭の一節

Upon a simIT)er Sunday mom,

when Nature′s face is fair,

I walked fo1･th to view the
corn,

An'snuff the caller air.

Tbe ris血g sun, owre Ga.1ston Muirs,

wi'glorious light was gl血t血';

The hares were hirpling, down the furs,

The lav'rocks they were chantin

Fu'sweet that day.

杏, Fergussonの``LeithRaces''の書き出しの一節

Tn July month, ae
bonn･y mom,

Whan Nature's rokelay green

was spread oler ilka rlgg O■corn

To charm our roving een ;

Glo1∬ing ab〇ut l saw a quean,

Tbe fairest `neatb the lift ;

Her ee血 ware o'the siller sheen,

Her skin
like snawy drift,

Sae white that
day.

に比較してみるならば,これは,果して影響という域に

止まるものであるのだろうか｡

scottisb Revivalの長い歴史は,バーンズの出現をま

って,はじめて地方的なものから脱却して,普遍的な高

みに達することを得たが,それは,この運動に参与した

詩人たちの側からのみ,一方的に推進されたものである

筈はなくて,当然のことながら,それを受け入れる一般の

側からの強いstimulusに裏打ちされていなければなら

ないはずであった｡実際,詩人というものは,彼の時代

における一般人の心的態匿を,文学白引こ代弁するという

役割りを,必然的に負わされているものであって,その

意味では,メ-ソズ以前のスコアl､ラソド詩人T:ちが,

地方的な限界を乗り越え得なかったということば,それ

を推進しょうとする社会斡なstimulusが,スコットラ

ンドという地方的な範囲に限定きれていたということを

意味しているわけであり,同時に,メ-ソズの普遍性

は,それがより広汎な,いわば英国全土にわたる,ある
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文学的槻運に鋭くマッチしていたということを示すこと

.にもなるわけであるo事実,バーンズの出現は,一方に

おいて,スコットランドの伝統を強く保持しながらも,

何とかしてそれをイングランド的なものに同化させよう

とする Scottish Revivalの詩風が,概ね完成の域に達

し,他方において,古典派文学の末期的症状がその脱出

口を求め, Pre-Romanticsの詩人たちが,新しい文学

的気運を醸成しつつあるとき,らようどそのような時期

に呼応していたのである｡このことは,裏を返えせば,

scottish Revivalの運動が,バーンズの出現によって,

Romantic Movementの一角に参与し,より広汎な視野

と展開を開いたとき,はじめて,その次元を一つ高める

ことができたということにもなるのであろう｡全く,

L. Stephenの云う通り, ｢バーンズは,新しい時期を

代表している｡イングランドで野情詩が滅びてしまった

ように見えたとき,それが突然スコットランドにおいて

生命を回復し,ある限度内において,到底これ以上出る

ことができないほどの,赫々たる成果に達したその真の

理由は,社会と詩人とが,完全な調和の中にあったとい

うことであり,これこそ,いかなる路代においても,真

の偉大な文学の存在すべき条件に外ならない｣
(25)ので

あって,バーンズの詩歌から潜み出してくる,あのみず

みずしい生命力というものは,確かに,英国のみならず,

全欧洲を覆って拡がった浪漫主義運動の,あの若々しい

エネルギーを母胎として生れて来たものに違いない｡

スコットランドとイソグランド合同の歴史をたどって

行くならば,たぶん,その最初の重要なきっかけとして-

1603年の二重王制に行き当ることになるだろう｡この時

以後｢スコットランドの要求や習慣については何も知ら

ないホワイいホールから,エジ′ソバラの枢密院が命令

を受け取る｣ (26)ことになり,公文書などは,一応English

を用いることになったけれども｢両国の社会生活は,そ

れぞれの水路を流れ続けて,相互の交流はばとんど見ら

れなかっT=｣ (27)のである｡つぎの大切なきっかけは,

たぷん1650年から51年にかけてのCromwell革命軍によ

る,スコットランド鎮圧ではないだろうか｡伝統と文化

を相違はやはり取強く,スコットランド人のイングラン

ド人にたいする反感と猪疑心は,依然として旺盛であっ

たけれども,確かにこの遠征を契機として,れい展状態

を必然と感ぜしめ,武力衝突による反抗をあきらめさせ

る結果をもたらした｡ GrieTSOnの詩史によれば, ｢1603

年に宮廷がロソドンに移ったため,スコットランドの宮

廷詩は,自然に消滅し,それ以後,数人の詩人が宮廷風

の詩を書いたけれども,それはすべて英語で善かれた｡

スコットランド風の詩に関する限り,この世紀の半ばに,

Robert Sempillが出るまでは,何らの痕跡がない｣ (28)

そうであるが, ScottishRevivalの萌芽を示すR. Sempill

の出現が, Cromwellのスコットランド鎮圧と,ほぼ

その時期を同じくしているという事実は,単なる偶然と
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は,到底思えないものがあるのではないか｡さて,革命

政府による武力弾圧のつぎに来るものは,当然, 1707年

の合同であるだろう｡ 1688年の王制復古のとき,スコッ

トランドはイングランドとの関係を継絶させる機会を持

ったが,
Trevelyar).によれば, ｢正しい選択｣が為き

れて,結局両国は議会を一つにし,連合王国を形作るこ

とになったo長い歴史の目から見れば,そこに選択の余

地があったとは思われないけれども,とにかくこうして,

｢新国家Great Britainの最初の主権者たるアン女王の

下に,議会の合同が行われ,スコットランドは,その議

会生活を失うかわりに,その報酬として,イソグランド

の市場と植民地において,十分の協力,>j?得た,そしてこ

の特薩は,スコヲ㌣ラソドに永続する赤貧/=p駆逐する機

会を開いた｣ (2三')のであった｡大ブリテン王国成立の意

義について,今井登志喜氏は, ｢この時までのスコット

ラソドの社会は,イングランドに比してなお二世紀も遅

れT:状態にあり,様々の封建的遺習が支配していた｡人

民の大部分は貧しい農民で,農法は中世的で排水が悪く,

そのため肥沃な土地が沼のままで放置されていた一方,

やせた丘が耕されていた､また人民の家は窓も煙突もな

いものであった｡こんな風であったから,商工業は全

くなく,今日ではロンドンに次ぐ大都市のグラスゴーも

全然興っていなかった｡人民は無智であったが,真面目

な宗教信者でかつ活動的であったから,機会が与えられ

て,彼らの能力が十分に発揮されることは,イギリスに

とっても望ましいことであった｡ただ彼らには富と力が

不足していたのである｡しかるに合併後にはこれらの弱

点が失せ,スコッ'rランド人はこれまでイングランド人

の有していた物質的利益に与り,彼らの仲間としてイギ

リスの国民的活動を豊富にすることとなった｡十八世紀

に彼らが如何に文化の各方面に貢献したかは,アダム･

スミスやiyェ-ムズ,ワッ ナをはじめ,スコットランド

･の生んだ各方面の偉人について考えれば十分である｣(3o)

のごとく述べているが,両国の合同が,本当の意味で実

を結んだのは,十八世紀も半ばを過ぎてからと考えるべ

きであり,その意味では,やはり Trevelyanの｢30年

為るいはそれ以上もの間,合同の利益はぐずっているよ

うに思われた｡しかしジャコバイト問題及び1645-6の

ノ､イランF問題の清算後,スコットランドは幸福な時代

への道を躍進した｣ (3])という記述の方が,はるかに正

確であるように見受けられる｡確かに1750年ごろを境と

して｢長い間惨めに暮していた貧困の牢獄から解放きれ

て,スコッ!.ランドは突然輝かしい光の中に躍り込ん

だ｣(32)のであり,ここにおいて,再び,この時期は

Ramsay及びFergussonによるSCOttish Revivalの画期

1的な業蹟の出現という文学史上の現象と,見事に照応し

ているのであるo十八世紀後半におけるスコットランド

の発展が,すべての歴史家たちを控目させるほど目ぎま

しく,そしてその主たる原因が,スコットランドのイン

グランド化,ないし,両者の合同作用によるという図式

は,確かに間違ってはいない｡両国間の交通の改善(過

行税令が1751年に出て道路を完備させた),政治的諸制

度の透渉(スコアヤラソFの世襲的裁判権は1748年に廃

止させられた),農業上,商工業上の技術の移入,市場

と植民地の解放,等々が,スコットランドの生活条件を

飛躍的に改善し,そのおかげで,スコットランドの人口

は,一世紀の間に65パ-セントの増加を示し,国内消費

税は, 1707年の年収3万ポンドから, 1797年の130万ポ

ンドにまで増加した｡そして当然のことながら,これら

の変化は,スコットランドの知的精神的文化の面にも反

映して｢ヒュ-ム,アダム･スミス,ロバ-トソソ,チ

ュガルド･スチュアートは全英国のみならず,大陸の哲
学者のサロンにその勢力を伸ばし,一方スモL/ット,求

スクェル,及びバーンズは文学で,レイバーソは美術で

母国を有名にした｡かくして十八世紀後半は,スコット

ランドの黄金時代を現出した｣(33)のである｡しかしな

がら,そうは云っても,この時期におけるスコットラソ

ドの発展を考えるに当って,スコットランドに固有の,

ある独自性の存在していたことを,無視してしまうわけ

にはいかない｡衣食住の改善から,精神文化の繁栄に至

るまで,その躍進の大部分を,主と してイングランド

に負うていたことは間違いないにしても,地理的あるい

は歴史的に存在しているスコットランドそのものの持つ

現実を,完全に無に帰してしまうということば,不可能

であるに違いない｡日常生活全般にわたる急速な変化に

もかかわらず,スコットランド人たらが,依然として,

ミルク入り粥を主食とし,毛織りのボンネットを被り,

新しい石造りの家の中で牛と同居し,古い宗教制度を尚

執し,私的生活ではスコットランド語を誘L,･-というよ

うな現象は当然のこととして,スコットランドの独自性

とは,究極において,そこが農業国であったということ

に外ならないのではないか｡つまり,十八世紀後半にお

ける産業上の変革が,イングランドでは工業を中心とし

て行われたのにたいし,スコットランドでは,それが農

業を中心として行われたということになるのではないだ

ろうか｡ Trevelyan は, ｢十八世紀初頭に,スコアト

ラソドで見られた惨状からの解放は,主に農業の方法に

おける革命を通して訪れた｡それはイングランドの農相

における同時代の運動に似ていたが,この世紀が始った

時スコットランドの農業がイングランドのそれよりも遥

かに劣っていたため,一層大きな変化を残した｡改良は

二,三のスコットラソド人地主の活動によって始められ

たo その人々は彼らの小作人に南プリテソの新しい考え

を教えるため,イングランドの農民と農業経営者を連れ

てきた｡そして改良はナポレオン戦争の時代に輝かしく

も絶頂に達したo この時には,スコットランドでこの頃

までに発達を遂げていた方法を教えるため,ロVアン地

方から管理人と農民が,イyグランドへ連れて行かれた



のである｡ 1760年から1820年までの間に,イングランド

の農業は前にも後にもない程非常な早さで進歩した｡し

かもなお,まきにその時代にスコアlランドの農業はそ

れに追付き,それを追越した｣(34)と書いているし, A.

Toy血beeは, ｢英国産業革命史｣の中で,十八世紀末

のスコプーラソドに,イングランドではその頃まだ知ら

れていない賃金形態の農業労働者が,すでに存在してい

たという事実を指摘しているのである｡

バーンズの伝記で,バーンズの貧困を強調しないもの

は,まず皆無といって差し支えないし,貧乏,困窮,悲

惨は,バーンズの作品に繰り返えし現われるテーマで,

｢隠者の暗い陰うつと,ガv-船の止むことなき労働｣(35)

というバーンズ自身の言葉, ｢数年間は,肉屋の肉を食

ったことがなかった｣(36)という弟ロバートの言葉,これ

らを,よもや疑うわけにはいかないと思う｡しかしなが

ら,この場合,その貧困というものが,貧困の一般的通

念ないしは,その時代の平均との比較においての貧困で

しかなかったということも,また忘れるべきでないと思

う｡ ｢バーンズ時代の頑健なスコットランド人は,彼ら

の父祖 一 食糧,衣類,暖房の鉄乏から,殆んどの場

合惇幣し,だらしなく,生気のないのがありありと分った

-とは異った民族のごとく思われた｣(37)ということは,

やはり疑いのない事実であって,半世紀以前のスコヲト

ランド人一般のstandardから見れば,バーンズは,檀

めて裕富であったときえ云い得るのである｡バーンズを

民族詩人という名前でもって呼ぷ人が多いけれども,バ

ーンズを,その時代のスコッケラソドそのものが学んで

いたエネルギ-の文学的表明,国民文学の象徴という角

度から捉えようとするならば,詩人個人の貧富の問題よ

りば,十八世紀後半に見られたスコットランド全体の富

の増大,ないしは,それによってもたらされた諸々の社

会的変動こそ,その限りにおいては,一層本質的な契機

であるということを忘れてはなるまいo そして,このよ

うな国力の増進と,それに伴う社会的変動とが,農業,JIP

主体とした自国の独自性を強く保持しながらも,しかも

イングランドからの恵与を,余ますところなく受け入れ

ることによって可能になったということについては,節

述した通りであるが,このことこそ,十八世紀末のスコ

ッ:Lランドに預っていた社会全般にわたるエネルギーの

源泉であったと同時に,その社会の一般人の心的態度の

質と方向を決定する,基本的なモメソトでもあったので

ある｡急速にイングランド化して行かなければならない

という基本的な命題が,イングランド崇拝の気運を助長

する一方では,スコットランド独自の現実に立脚しなけ

ればならないという潜在的な命題が,イングランドにた

いする反感,自負,清疑心などと結びついて,伝統や民

族意識の高揚を煽ったわけであり,この両者の複雑なか

らみ合いの中に,この時代におけるスコットランドの文

化全般にわたる一般的風潮が形作られたのである｡つま
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り, ｢スコットランド人の会話は,イングラソド人にと

って,日増しに耳ざわりでなくなってきたようだ｡彼ら

の話し方の特徴は,急激に消えて行きつっある｡彼らの

方言は,半世紀の間に,彼ら自身にとっても,田舎くき

いものになってしまったものらしい｡偉い人も,学問の､

ある人も,野心家も,無能な人も,みな英語風の云いま.

わし,発音の仕方を磨き上げている｡立派な人たちの集

まりでは,時おり老夫人の口から発せられる以外には,

スコットランド語/+f耳にすることばなくなった｣ (38)と

いうJob皿SOエ1の観察が,ことの実相の一面を確かに捉

えている一方では, ｢スコットラソFの息子をイングラ

ンドの公学校に送るという考えは,節約と愛国心のいず

れからも考えられないものとされていた｡スコットラン

ド靴り-最も身分の高い人々もそれを恥じこなーかった-

や,伝記や農村.の民謡は,すべての人に共通の世襲財産

であった｣ (39)という Trevelyanの発言も,また,一面

の真実を語っていることになるわけである｡ Scottish

Revivalを推進した詩人たちの脳裏から,ほとんど固定

観念のように離れることのなかった強い指向-イングラ

ンドの文学を最高の規準と見なしながらも, Scotsの持

つ特異性を,あくまで生かそうとする試み-の原動力

は,このような社会全体に深く渉透していた一般的風潮

を念頭に置いて考察するとき,極めて明確な一視点を得

ることになるように思われるのである｡

英蘇合同に端を発しT:,約一世紀半にわたるスコット

ランド社会変革の歴史は,この時期におけるスコットラ

ンド人の文化面に見られる諸性格を,力の面でも,方向

の面でも,その根底において強く規制したから,それ

が,文学の上に示顕して, Scottish Revevalという形

を取ったo従って,バーンズの諸作品を構成している詩

的用語のあの奥行きの深さ,芸術的完成度,力強い生命

力というものが,その時代のスコットランド社会そのも

のの持つ高揚力,il,母胎とし,彼の用語の上に見られるニ

ケ国語混用という特色が,その社会の基本的性格を反映

したものであるという図式は,一応正しいものとしても,

それは,バーンズが,スコットランド地方に限って,そ

の一般人の心的態度を表現したということ以外には,何

らの説明もしてくれはしない,メ-ソズの詩を,最初に

支持したものがEdi皿burgb 詩壇であったにもせよ,つ

ぎには,それはイギリス浪漫派の詩人たちによって,さ

らには,浪漫主義を讃美する批評家たちによって,弓童

力に支持きれたのであるoバーンズの詩歌の社会的基因

は,単にスコッ:,ランドという地方自勺限界,17,乗り越え

て,存在していなければならないはずであった｡そして

このことに関しては,たぶん,十八世紀後半におけるス

コットランド社会の変動が,いかに激しいものであった

にしても,ほぼ同種栽の社会的変動は,同じ時期のイy

グランドにも見出し得たという事実に,注目する必要が
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あるだろう｡スコットランドが農業方面を中心とし,イ

ングランドが工業方面を中心としたという,大まかな相

違を別とすれば,生産諸力の急激な上昇と,それに伴う

各種の社会的変動とは,十八世紀後半のイギリス全土,

あるいは全ヨーロッパにまたがって,見出きれる傾向で

もあったのである｡

生産手段の発達,人口の増大,新しい資源の開発とい

う,社会の板抵を支える三っの要素が,急速な勢いをも

って増大した結果は,生産にたずきわる場合の人間同志
の関係を一変きせて,その社会を担うプルジ′ヨアLy-の

質的転換 階級組績の急激な革新をもたらした｡従来,

その社会の知的精神的活動を代表していた階級の心的態

度は,もはやその生命力を失って,つぎに社会を担うべ

き,新しい階級に:BEる若々しいエネルギーが,つぎの時

代の心的態度を決定するに至る. Scottish Revivalの

文学を推進した詩人たらが,主としてEdinb□rgb詩壇

を形作るスコヲトラソド貴族の出身であったのにたいし

て,バーンズが,真裏の出身であったということは,こ

の場合,まことに象徴的であるo因みに, Ramsay は

貧民階級の出身であり, Fergusson は下級牧師であっ

た｡つまり,スコットランド地方の急速な発展という歴

史的契械が,イギi)ス全土にわたる社会的変動,単的に

云って,産業革命の一環を形成するに至ったのに呼応し

て, Scottish Revivalの文学は,イギL'ス浪漫主義文

学の一角に合流し,それは,一躍して,新しい輝きを帯

プごるに至ったのであるo そして,浪漫主蓑運動の視点か

らするバ-ソズ文学の考察を,以下に続く葦の中で行い

といのである｡

削1) `It is inthe poemsand songs conceived in the

spirit of reckless ``Joie de vivre〃 and overflowing

humour that Burns has no rival.'H. Grierson
:

"A Critical History ofEng. Poetryn Chatto & Windus.

Lendon 1950

(2) `Burns is everyman. The feelings which he

celebrates are feelings familier to all, even to those

who, in mere self-protection, deny that they feel

them. There is no escape from him. He blurts out

what everyone
is thinking, even though mst of

his hearers are trying not to think it. 'w, Raleigh

: "In his Some Authorsn Oxford 1923

t3) `How joyouslyand confidently Burns bestrides

the narrow world･ how skilfully he raises the g&ip,

the bickerings,the old wivesl tales of a few Ayrshire

parishes to sD皿ething of lmiversal significance :

The poems, even if we regard them only as plCtures

of "scotch drink, Scotch religion, and Scotch man_

nersn in the eighteer).th century, live by･ virtue

cfthe imaginative insightand poetic craft that they

display. 'ed. by J. McVie : "Robert Bumsn Oliver

& Boyd, Edinburgh 1951

(4) 'None certian1y ever outshone Burns
in the

charms
-

the sorcery I wlould almost call
it. 'Mrs.

Dunlop :
quoted in =A Critical Hisbry of Eng. Poetry"

(5) `Beyond the passion, the homeliness, the hu-

mourof Bums, there lies another reason for his

compelling appeal, in the potency of his personality

; hisvigorousvitality, his contempt of timid con-

ventions, his delight in the strong and elemental,

and his undertone of工nela皿Choly.′ed. by Peter

Westla=1d : ``The Romantic Revival〃 The English

Universities Press. London 1950

(6) `Love and intimate knowledge of Nature, a

quaintand racy dialect, a passionate concreteness

of i工nagery, a rich allusiveness
-
these were focused

with especial brilliance in his genius. He summed

up in himself allthat was
finest in Scots Song!'

ibid.

(7) `Brought up on the Bible, Bums was able to

clothe its teachings in the familiar langugaeand

allegory of his time,and this must,
in
no small

measure, account for his enduring popularity. 'P.

Esslemont : "Brithers A'"George Ronald, London

1959

(8) `Burr).s'description of himself indicates very

clearly certain aspects of his poetry : "a constitu-

tional
melancholy and hypochondriasm made me

flee solitude.
"

A soL･ial being himself, Burns' po-

etry lS a social poetry- a poetry written 1:o amuse

aJld interestanaudience. 'H. Grierson : HA Critioal

History of
Eng. PoetryH

(9)中村為治: ｢英米文学評伝叢書32巻バーンズ｣研

究社昭和9年.

(10) al) I.. Stephen

･
･

｢18世紀における英文学と社

会｣ (岡本圭次郎訳)研究社昭和31年.

(12) `It was not in the English which he studies

and practised so assiduously that Burns was to write

anything of eduring merit, but in the bo皿ely Scots

which he leaned by daily use in his familyand

aⅡ10ng his associates.
'

H. Grierson : =A Critical

History of Eng. Poetry"

(13) 'When he strays away from hisown class, we

merely see in him the rough,uncultured maエaS-

suIⅥ1ng an u皿atural and nncongenial pose. For be

was notthe poet of civilization and culture.∫ ed

by P. Westland HThe Romatic Revivaln

(14)伊津野直｢ロバーT
･バーンズ｣啓文社昭和34年.

;15) -A philologist would point out that Bums's lite-



rary language was a language apparently never

革pOken by anyone, but fabricated by Bums for his

particular purposes. He would poir).t out how Burns

experimented withthe Scottish elemer?.ts in this

language,
sometimes adding a little of the verna-

cular to make
a poem more acceptable in

its second

publication, and sometimes just reversing this pr-

ocess' F. B. Snyder : "Robert Bums''Toronto,

1936

n6) `People speask sometimes as if Burp.s were able

to wl･ite interesting verse Only ln his ve1･naCular,

as if he were a failul･e in English. But when
is his

language vel･naCular, and when English?'
W. P.

Ker : HOn Model･n Literat.uren Oxford 1955

(17) 'It(Bums'work)contains an ir).fusion of "hamely

westlir)." Ayrshire dialect, possibly even a touch of

his father's Mearp.s dialect ; but in the maiェI it is

the Scots of the Edinburgh poets with a varying

intermixture
of English poetic words. 'McD. Em-

slie

･
･

=BurrI.Sand the Alien Diction〃 Essays in Cri-

ticis皿Oct. 1960

a8) `The first two lines are almost entirely in eigh-

teenth-century･ literary-English, but the contrast

with the
immediately preceeding par亡of the poem

(the caird's song in Scots)make the use of ir)set

Er)glish poetic diction (prevail'd, fair) ironic. 'T.

Crawford : "Bums :A Study of the Poemsand Songsn

a9) `The third line contair).s a shift
in tone ; it's

return to full Scots marks a move away from the

e打1ier ironyand towards a `native honesty'that

sees the situation as it really lS and deals in genuine

emotions; itthus invites a certain degree of sym-

pathy
for the beggar girl. 'ibid.

C2岱`Burns'poetic medium, in fact, varies between

different densities of ve工mCularScots, English-

with-a-Scots-accent,and literary English. The

quality of two cultures gave bin a poetic device,
'

McD. Emslie:Essays in Criticism Oct. 1960

･但カ`Between
Ramsayand Burns it(Scottish Revival)

yielded a remarkable crop of minor poets' H.

Gr ierson

@ 'When Scottish poetry reawoke in the eighteenth

century, it is in vary∫ng degree in individual poets,

varylng degrees in individual poe皿S by the same

Z9

author,anAngloIScottish poetry, allowing a poet

ever and agair) to pass from a Scottish to an English

diction, and even in the Scottish parts permitting

an ocmsional convenient use ofanEnglish rathe1･

than a Scotsish form. And further, the ever-growing

prestige of SouthernEnglish as the politer tor).gue,

the tongue proper for a literature adressed to cu-

1tln:ed
and polite circles, hangs over the heads of

all these poets. 'ibid.

幽 L. Stephen: ｢18世紀における英文学と社会｣

e4) `He was not a farm-servant, and he never

really thought of himself as op.e.'H. Brown
:

HThere was a Ladn Hamish Hamilton, I.or).don

1949

餌 L. Stephen: ｢18世紀における英文学と社会｣

¢6) e7) Trevelyan : ｢英国社会史｣ (林健太郎訳)山

川出版社昭和25年

鍋 `with the removal of the court toLendon
in

1603 Scottish courtly poetry died
a natl∬aldeath.

SeveralScotsmen wIOte courtly poetry after
1603,

but they wrote ir) English ; of written S00ts verse

there is no traceuntil, about the middle of the

century, we come on Robert Sempill. 'H. Grierson

銅 G. M. Trevelyan

軸 今井登志喜｢英国社会史｣東京大学出版会昭和34年

糾 ¢2)銅 64) G. M. Trevelyan

紳`The cheerless gloom of a hel'mit withthe ur).-

ceasing toil of Galley-slave.' C. Carswell
: "The

Life of R. Bums"
Chatto & Windus, I.ondon 1951

鯛`For severalyears butcher's meat was a strar!.ger

in my house. 'ibid.

郎 G. M. Trevelyan

鰯`The conversation of the Scots grows every

day lessunpleasing to the English ;their peculia-

rities wear fast away ;their dialect
is likely to

becomeinhalf a cert_tury prOviェ1Cial and rustick,

even to themselves. The gl･eat, the learned, the

ambitious, and the vain., all cultivatethe English

phrase, and the Enhlish pronunciation, and in

splendid compa血es Scotch
is not much heard, except

now and then from an old Lady.'Johnson
: "A

Jotrmey to the Westem lslands" o‡ford Standard

Autbor$ 1924

¢g) G. M. Trevelyan


